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　2021年は新型コロナウイルスの蔓延によって生活スタイルが一変した．本誌の編集
会議も Web によって行われるなど，アナログ人間にとっては新しいことの連続で当
初は操作もままならず，あたふたしていたことが思い出される．2021年の最大のイベ
ントは，1年遅れでの東京オリンピック開催であった．日本人選手の活躍で盛り上が
りをみせたが，つい 3カ月ほど前のことであったのに遠い過去の出来事と感じるのは
私だけであろうか．無観客開催となり経済効果の目論見も外れ，大きな後遺症が残っ
たと思われる．国民のワクチン接種率が 70％を超え患者数も減少しているが，果たし
てこのまま収束に向かうのか，まだ油断できない状況下にある．多くの学会や研究会
もハイブリッド形式となり，学会の運営様式も大きく様変わりした 1年であった．新
型コロナにより多くの施設で内視鏡検査数も減少したと推測される．大腸癌やポリー
プの発生はコロナの状況下でも頻度に変わりはないはずであり，来院控えによる癌の
進行が懸念される．
　今回は，「Cold polypectomyの課題」をテーマとして企画させていただいた．本邦で
は，高周波を使用する polypectomy が日常診療の標準的手技とされてきたが，10 mm
以下のポリープに対する切除手技として簡便で，抗血小板薬や抗凝固薬投与下でも偶
発症も少ないなどの検討から，最近では cold polypectomyが一般化しつつある．これ
までに集積された経験をまとめ検討することで現状の課題を明らかとし，今後の大腸
ポリープ切除に寄与することを目的として企画させていただいた．各エキスパートの
先生方に最新のデータや経験をまとめていただき本手技に関する課題を執筆していた
だいた．日常診療のお役に立てるものと自負している．
 （五十嵐正広）
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